
長崎県内の女性の身体的不調に関する調査
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要旨長崎県内に住む20代から40代を中心とした健康婦人1，113人を対象に，「冷

え性」の自覚や，自律神経系の症状を中心とした不定愁訴および月経周期にともなう

不定愁訴等にっいて自記式アンケート（無記名）を行った．対象を離島地区，長崎市

内，長崎以外の市，郡部の4地区に区分し，居住地域別に結果を比較したところ，離

島地区では，胃腸系愁訴を中心とした自律神経的な愁訴が多く，長崎市内では，全身

性愁訴を中心とした自律神経的な愁訴と月経中の不調が多いという特徴がみられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀6：1－8，1992
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1　緒言

　現代は女性の社会進出も著しく，まさに女

性の時代到来といっても過言ではない．しか

し一方では，女性特有の身体の不調に悩まさ

れている女性がかなりいると言われている．

我々はこれまでに，20代女性の月経困難症や

月経前緊張症にっいて検討し，これらの訴え

が，とくに働く女性に多くみられることをす

でに報告しているL2、

　一方，自律神経的な不定愁訴や，いわゆる

「冷え性」などを訴える女性が多いことはよ

く知られているが，これらは，背景に重大な

疾病がない限り治療の対象とはならず，ほと

んどその実態などが検討されていない．

　そこで，これらの女性特有の不定愁訴を総

合的に考えるため，女性の自律神経的な訴え

や月経等にっいて調査し，長崎県内の健康婦

人の身体的不調にっいて検討した．

皿　研究方法

　長崎県下の地域婦人連絡協議会およびP　T

Aを通じて，県下全体を偏りなく対象とする

ように18地区を抽出し，各地域の婦人会およ

びP　TAを通してアンケートを配布収集した。

主に20代から40代を中心とした健康な地域婦

人を対象に，いわゆる「冷え性」の目覚や，

自律神経的な症状を中心とした不定愁訴の有

無，月経周期，さらには，月経前あるいは月

経中の症状や仕事の内容，飲酒・喫煙の頻度，

勤務の形態と就労に関する具体的な状況など

について自記式アンケート（無記名）を行っ
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た．実施時期は1992年3月から5月であった．

　回答のあった1，113名を分析対象とした．

その職種は，事務，販売，技能系など様々で，

目営や農業，パート労働者，学生，主婦など

も含まれている．

　目律神経系の不定愁訴に関しては，阿部

ら’）がCMIを参考として選んだ43項目にっ

いて調査した．このうち11項目以上訴えたも

のを「訴えの多い者」とした．

　月経周期は日本産科婦人科学会に従い，周

期25日～38日で周期日数の変動が6日以内の

者を正常とした．

　月経前と月経中の不調（月経前緊張症，月

経困難症）に関しては，いくつかの症状の有

無を尋ね，たとえいくっかの訴えがあっても，

ふだんと変わらないものは「不調症状なし」

とした．また，それらがっらいと感じるもの

（我慢している）は「軽い不調」，薬などを使

用したり寝込んだりすることがあるものを

「重い不調」とした．

　地域の区分は，長崎市内を中心として，そ

の地理的条件の違いから，対象を五島，壱岐，

対馬等の離島地区，長崎市内，諌早市，大村

市，島原市等の長崎以外の市（離島を除く），

および郡部の4地区に分類して集計した．

皿結果
　全対象者1113名の平均年齢（±標準偏差）

は37．5±9．2歳であった．表1に居住地域別

対象者数と平均年齢を示した．離島地区の対

象者数は148名で，平均年齢は39．8±10．0歳

であった．長崎以外の市は対象者数198名，

平均年齢39．9±9．8歳であり，郡部では，対

象者数387名，平均年齢38．5±8．5歳であった．

長崎市内は，対象者数380名，平均年齢34．2

±9．3歳で，離島地区や長崎以外の市，およ

び郡部の平均年齢に比べてやや低い傾向にあっ

た，

　年齢階層別でみると（表2），長崎市内は

20代以下が多く，その他の地域では40代以上

が多くなっていた．

　全対象者のうち子供がある人の割合は74．9

％で，長崎市内は58．6％と低くなっていた

（表3）．

　対象者の職業をみると，無職の者が26．3％

で，すべての地域で7～8割の女性がなんら

かの職業に従事していた．また，長崎市内で

は，自営・農業の人が少ない傾向にあった

（表4）．

　居住地域別の飲酒率と喫煙率を比較したも

のが表5，6である．

　飲酒率では，長崎市内で「週1回以上飲む」

と答えた人が25．7％，「月に1回以上飲む」

と答えた人が24．3％あり，他の地域に較べて

長崎市内の飲酒率は高くなっていた．

　一方，喫煙率も，長崎市内は13．2％と，飲

酒率と同様に高くなっていた．

　居住地域別の身体の不調では，冷え性は長

崎市内と長崎以外の市にやや多くなっていた

が，全体としては統計学的な差異は認めなかっ

た．自律神経系愁訴は離島や長崎市内に多く

なっていた．過去1年問の医療機関受診では

地域間に大差はみられなかった．また，月経

前の不調においても地域間に大差はなかった

が，月経中の不調は，ひどいものが長崎市内

に多くなっていた．

　以上の結果は，すべての年齢の対象者を含

んだ分析であり，次に，対象者を25歳～44歳

に限定して分析を行った（表7）．

　全体としては，前述した全対象の分析結果

と大差はみられず，月経中の不調は，ひどい

ものが長崎市にやや多くなっていた．

　自律神経的な不定愁訴の43項目を居住地域

別に比較したものが表8である，ほとんどの

項目で地域ごとの有意な差はみられなかった

が，「消化が悪くてこまる」や「よく下痢を

する」は離島地区が最も多く，有意差がみら

れた．また，「疲れてぐったりする」は長崎

市内で多くみられた．

　月経前・月経中の不調にっいて項目ごとに
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表1　居住地域別対象者数と平均年齢（±標準偏差）

　　1）離島地区・・…　　148名（39，8±10，0歳）
　　§震躊蕨あ希：：：彊9老81：1圭1：翻

　　4）郡部・・・・…　　387名（38．5±8，5歳）

　　〈合計＞・・・…　　1113名（37，5±9．2歳）

表2　年齢階層別人数

　　　　　　　　　　20代以下　　30代　40代以上　　合計

　　膿羅属111隅1譲ll：1嬬89：3111騰81
　　葦懸騨外の市1畿lllllll甥ll曝1禍ll888：81

　　＜合計＞　　　　261（23，5）354（3L8）498（44．7）　m3（100，0）

注）数字は人数、（　）内は％を示す。

表3　子供がある人の割合

1ミ欝㌶灘illli

　　〈平均＞・・・・…　　74，9％（nニ1109）

注）無回答4

表4　対象者の職業

　　　　　　　　　　　　常勤　　自営・農業　パート　　無職　　　　合計

　　弟難驕1難：1縣21：1糊81：8鼎lll：31118舳
　　葦懸鰍外の市11騰齢l！ll：召1搬31懸lllllll88：8

　　＜合計＞　　　　507（45，8）171（15，5）137（12．4）291（26，3）　llO6（100，0）

注）無回答7、　数字は人数、　（　）内は％を示す。

表5　居住地域別の飲酒率

　　　　　　　　　　週1回以上月1回以上飲まない　　合計

　　1）離島地区　　　22（14、9）18（12，2）108（73，0）148（100．0）

　　彗凌藷蕨の市llll詔雛1：1際1鴉lll鵬81
　　4）郡部　　　　　77（20，2）60（15．7）245（64，1）382（100，0）

　　＜合計＞　　　　237（2L4）200（18，1）669（60，5）1106（100，0）

注）無回答7、　数字は人数、　（　）内は％を示す。
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比較した結果を表9，10に示した．月経前の

不調および月経中の不調のいずれにおいても

ほとんどの項目で地域ごとの有意な差はみら

れなかった．

　表11は，冷え性の冷える場所について比較

したものである．冷え性の「冷えを感じる部

位」では，長崎市内で足（足首より下）と答

えたものが多く腰と答えたものが少なくなっ

ているのに対して，離島では逆に腰と答えた

ものが多くなっており，やや地域差がみられ

た。

　過去1年以内の医療機関受診を疾病別にみ

たのが表12である．ほとんどの項目で地域ご

との有意な差はみられなかった．

IV考察
　健康水準における地域格差の縮小を示した

報告は多い4・5）．一方，身体の不調の地域格

差についての報告はほとんどない．

　本研究は，長崎県内の健康婦人の身体的な

不調を調査し，それらに地域格差が存在する

かどうかを検討することをねらいとしている．

　そこで，我々は，長崎市内を中心としてそ

の地理的条件の違いから，対象を離島地区，

長崎市内，長崎以外の市（離島を除く），郡

部の4地区に分類して比較検討した．また，

表6　居住地域別の喫煙率

　　　　　　　　　　　吸う　　吸わない　　合計

　　1）離島地区　　　12（8，5）130（9L5）　142（100，0）

蠣鱗の市盤1灘1蹴講i§1

　　＜合計＞　　　　　92（8，6）978（91，4）1070（100，0）

注）無回答43、　数字は人数、　（　）内は％を示す。

表7　居住地域別に見た身体的不調（25歳～44歳に限定して集計）

a）冷え症の有無

1傷離鶏
　3）冬以外も冷える

b）自律神経系愁訴
　1）少ない

2）多い（11／43以上）

c）医療機関受診
　1）なし

離島地区　長崎市内　他の市部　群部

n3　92　　　　n＝243　　　　nニ106　　　　n＝271

器9畷§舗§誰1：艦89隅

2）あり（過去1年間）20（2L3）

d）月経前の不調
　1）ひどい（休む・薬）

25（27，2）66（27．2）

n＝88　　n：242
65（73，9）176（72，4）

23（26，1）66（27．3）

n＝　94　　　　nニ251
74（78，7）202（80，5）

　　　　49（19，5）

n：　82　　　　n＝222
5（6，1）15（6，8）

32（30、2）66（24，4）

n＝114　　　　nニ271
93（81，6）218（80，4）

21（18，4）53（19，6）

n＝114　　　　　n＝280

98（86，0）233（79，6）

16（14，0）57（20，4）

n＝110　　　　　nニ245

3（2，7）19（7，8）

搬催霜寵舗lllllgl：ll鞭：1懸ll：詔

e）月経中の不調　　　n・84　　n＝229　　n・110　　n＝252

1麟璽難翻1翻、難鱗翻、1購ll

注）＊：p〈0，05、　数字は人数、　（　　）内は％を示す。

合計　　（κ2検定）

n＝712

1器舗P＝0・920

189（26，5）

nニ715
552（77．2）P＝0，104
163（22，8）

n＝739
597（80，8）P＝0．479
142（19．2）

n＝659
42（6，4）P＝0．431

5縮：8

n＝675

　翻　器
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表8　自律神経的な不定愁訴43項目の居住地域別集計（25歳～44歳に限定して集計）

　　項目　　　　　　　　　　離島地区　長崎市内　他の市部　　群部　　p値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X．2検定）

　　　　　　　　　　　　　　　　n＝93　 nニ250　 n；114　 n＝280

杢総融騰雅顔る感じ、ll、甚：ll631、1：ll2睾121：lllll21：881濃

茸煽鶴1響襲蜜盤馨る感じ嶽ll：3翻1沼翻1：llllli招8：欝
毬蝉籠εを姦菱蚤霧ll器ll含ll：819：ll搬甥8：欝
§1雑嬰腱臆蘇する21121：ll41111：lllll’1：ll41111：ll8：畿、

、8犀魅馨鎚醗る　11111：llll9繍
1召腿講鶴駕は、、たり、塗1、1：ll2憲1、1：ll

鷺嬉暢勲難藷まる　1愛器1娼ll1蹴
15）いっも胃の具合が悪い　　　12（12．9）21（8，4）
16）食事の後か空腹時に胃が痛む17（18．3）37（14，8）

1§猿顯馴囎狩薯る
ム8礎擢蔀がこる　　38（4。，9）89（35．5）

釜杢儂瀞醜難解す、、

釜葦耀麓溌難霧く
釜き1圭絡蘇輪嘉鴇がでる嶽12湧llal：馨1
塁§聡～灘甥踪艘レ、
彗8凌擁雅ぢ勘難ぢ儀ゑ艶1：81畿1：留
§杢礁離課儲雛霧た
33）手足がふるえることがある

1§灘蕪萎藤鰍

1亨1’1：83炎1鴨8：器l

lll：ll311、1：88：ll号

1護劉ll儲§il妻§＊

19（16．7）　　39（13，9）　　0，741

ll闘11鰍1瀕翻111翻§i野
　　　　　　　　　35（30，7）　　97（34，6）　　0．502

11111：鴎繋1：B齪1：留翻1：尉1：lll
lllll：lllllll：§11窒111：葦141111191：lll

　　　　　　　　　lll、1：31蚤11：ll　l：器1

11111：811111：お1蝦：駐lllll：ll8：號
　　　　　　　　　lllll：1昆llll：ll　l：lll

、蟹11：211111：男211、意：お葦ll、1：£8：翻

、ll、1：留lll、1：詔lll：ll器al：詔1：鰯

雛謝1齢翻綴1翻1翻翻8：蹴
§§隔離菱携鑛搬、、るll器B難糊難1溜難洲8：lll
茸81鶴購鮎雄躍驚る11111：9131111：31量111：lllllll：ll8：朧
2赫籍隻躇塞響舌誓鷲建3塁131：1碧！13脇3葦131：l／8祭131：留8：器1
43）乗り物によう　　　　　　39（4L5）78（31．2）32（28。1）84（29，9）0，150

注）＊：p〈0．05、‡＊＝pく0．01、　数字は人数、　（　）内は％を示す。

表9　月経前の不調18項目の居住地域別集計（25歳～44歳に限定して集計）

　　　項目　　　　　　　　　　離島地区　長崎市内　他の市部　　群部　　p値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（x2検定）

　1）頭痛、頭が重い
　2）めまいがおきる
茸慌虜線響凝る
唇1舗雛る
召雫騨携む
、8贋辮鯖
11）食欲がなくなる
12）身体がむくむ
1茸様認9鞭を源む
15）やたら眠くなる
16）眠れなくなる
1召製擁藻をな、、

nニ90　 n＝242　 n＝111　　n＝271

1蚤’1：34凝11：劣

雛1：ll1鍛器：8

11111：851111：88：鮎1

艶翻11191：B8：lll
21131：87量131：留31131：彗碧8121：男8：1器

難9：男lll2S：ll器12§：留駁31：38：譜
8118：男lll量：尉1111：暑Bll19：召8：器1＊

今1今：留、llま：毬左ll：留1窪1匙：留8：ll塁

3畿41：ll1。ll41：射4113喜：男、。ll3彗：留8：1器

18：劔4談11：lllllll：ll4現11量：81：1ζ1

1奮111：勇3凝11：ll1奮1’象：§nll1葦：器1：器1

注）宰：pく0．05、　数字は人数、　（　　）内は％を示す。
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表10　月経中の不調18項目の居住地域別集計（25歳～44歳に限定して集計）

　　項目　　　　離島地区長崎市内他の市部群部（X蠣定）

　　　　　　　　　　　　　　　nニ90　 n＝242　 nニ111　　n＝269

　1）頭痛、頭が重い
　2）めまいがおきる
　3）にきびなどが増える
　4）乳房が張る、痛む

韓霧轍む
§順駿震
1♀趨灘1躾なる
1引肇翻麟が痛む
14）不機嫌、いらいら
15）やたら眠くなる
i今薩緯手額る
18）考えがまとまらない

注）零lp〈0．05、　数字：は人数、 （

表11冷え症者の冷える場所（複数回答）

7（7．8）　28（11．6）　13（11．7）　27（10．0）0，746

辮：召i珪籍：潔lll：81111：88：1躯

輔橋i：羅illiliil灘il耀

11111：召1葦111：§111111：お41111：男8：犠

講韓線　羅i馨li§灘・
llal：召綴ll：劣搬ll：1鷺18茸：留8：講
、llll：ll53121：召21121：露3言紐：霧8：1器率
5（　5，6）　　13（　5，4）　　8（　7．2）　　15（　5．6）　　0，915

）内は％を示す。

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群部　　　p値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（κ2検定）

　　　　　　　　　　　　n＝59　 n＝163　 n＝70　 n＝173

ム礒
　恥轟1景暮ま8工1
き爆
§搾の他

注）窒：p〈0，05、　数字は人数、 （

（25歳～44歳の冷え症者に限定して集計）

離島地区　長崎市内　他の市部

21131：零8葦151：ll21131：37書141：男8：塀
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表12　過去1年以内の医療機関受診状況（複数回答）（25歳～44歳に限定して集計）

項目

　1）心臓病

§贈灌

注）数字は人数、　（

離島地区　長崎市内　他の市部

n＝94
2（2．1）
0（0．0）
3（3．2）
2（2．1）
1（1．1）

nニ250

3（L2）
1（0．4）
6（2．4）
3（1，2）
4（1．6）

　　　　　lll：留llll：8

）内は％を示す。

n＝114

1（0．9）
0（0，0）
1（0．9）

lll：8

群部（κ濃定）

n＝280

1臼：君8：縄
6（　2．1）　　0，702

111：88：織

歌沼頚今：88：1望

婦人の月経困難症や不定愁訴と年齢との関係

については多くの報告306）があり，我々の研

究7）でも同様の結果を得ていることから，対

象を集団の中心的な年齢層（25歳～44歳）に

限定した．

　その結果，長崎市内に目律神経的な愁訴と

月経中の不調が多く，離島地区に自律神経的

な愁訴が多いという特徴がみられた．また，

これらの．目律神経的な愁訴の内容を見ると，

離島地区の愁訴が「消化が悪くてこまる」

「よく下痢をする」といった胃腸系愁訴であ

るのに対して，長崎市内のそれは「疲れてぐっ
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長崎県内の女性の身体的不調に関する調査

たりする」という全身性愁訴であり，両者の

訴えには質的な差がみられた．これには，社

会，経済的な生活環境の相違が関与している

可能性もあり，今後検討していく予定である．

　以上の結果より，長崎県内の女性の身体的

不調においては，月経中の不調と自律神経的

な愁訴で地域格差が生じていると考えられた．
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Invenstigation on physical problems 

in women in Nagasaki prefecture 
( I ) Regional differences 

Kazuyo OISHI I , 

Shinji FURUTA2 
Kazuko MIYAICHI 1 Nachiko KATO 1 and 

1 

2 

Advanced course for Midwifery, Associate degree of Nagasaki University 

Aichi University of Education 

Abstract We investigated recognition of "feeling of cold" and unidentified 

clinical problems due mainly to autonomic symptoms as well as those accom-

panying the menstrual cycle in 1200 women mostly in their 20s, 30s, and 40s, using 

a self-entering questionnaire ( unsigned ) . The results were compared by each 

region, narnely, remote islands, Nagasaki city, cities other than Nagasaki, and 

rural districts, and the following results were obtained. In remote islands, com-

plaints about autonomic symptoms prevailed, while in Nagasaki city both com-

plaints about autonomic symptoms and problems during menstrual period were 

high. Specifically, the autonomic symptoms were gastro-intestinal symptoms in 

the remote islands but whole body symptoms in Nagasaki city, indicating a dif-

ference between the two regions. 

Bull. Sch. Allied Med. Sci., Nagasaki Univ. 6 : 1-8, 1992 
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